
構成機関による主な取組内容について
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令和６年度ホットライン説明資料

野洲川および甲賀・湖南圏域版

＜取組番号4,（5）,26＞
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注）（　）は取組方針更新案の取組番号



洪水予報河川・水位周知河川について

洪水予報河川：野洲川下流（野洲観測所【国】）、野洲川上流（横田橋・水口橋観測所【県】）

杣川（北杣橋観測所【県】）日野川（桐原橋・安吉橋観測所【県】）

水位周知河川：草津川（西矢倉観測所【県】）

・・・氾濫するおそれのある水位

・・・避難準備や高齢者等
の避難を開始する水位

・・・氾濫の発生を注意する水位

・・・水防団が待機する
目安となる水位

洪水予報（野洲川）

氾濫発生

河川・水位の状態

氾濫発生情報

氾濫危険情報

氾濫警戒情報

氾濫注意情報

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
運
用

警戒レベル5相当情報

警戒レベル4相当情報

警戒レベル3相当情報

警戒レベル2相当情報

そま
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水位観測局位置図（野洲川および甲賀・湖南圏域）

避難の基準水位は複数の観測所で設定されています。

安吉橋【県】

桐原橋【県】

増田橋【県】

水口橋【県】横田橋【県】

北杣橋【県】

西矢倉【県】

野洲【国】

水位観測所【国】

水位観測所【県】
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市町河川管理者（国・県）

発令等双方向のホットライン水位・情報

避難指示市長
（副市長・部長）

琵琶湖河川
事務所長

土木事務所長

氾濫危険水位
(レベル４水位)

高齢者等避難
避難判断水位
(レベル３水位) 防災担当

課長

琵琶湖河川
事務所長

土木事務所
河川砂防課長

消防団が出動
氾濫注意水位
(レベル２水位)

消防団が待機
水防団待機水位
(レベル１水位)

ホットラインの具体的な運用

ホットラインの主な内容
現状到達水位、予想到達水位情報

その時点で判明している河川の損壊箇
所や浸水発生等の情報

草津川日野川杣川野洲川上流野洲川下流発表される避難
情報（目安）

水位の名称

西矢倉安吉橋桐原橋北杣橋水口橋横田橋野洲

4.304.105.104.001.453.904.80避難指示
氾濫危険水位
(レベル４水位)

3.403.403.803.501.203.504.30高齢者等避難
避難判断水位
(レベル３水位)

3.102.703.003.001.002.503.50消防団が出動
氾濫注意水位
(レベル２水位)

2.301.801.802.000.651.502.50消防団が待機
水防団待機水位
(レベル１水位)

4.5時間2時間2.8時間3時間3時間4時間2時間避難判断水位から氾濫するまでの想定時間*)

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

＊）計算値であり、洪水によっては前後することもあります。

＜取組番号4＞
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土砂災害に関するホットライン

現在

1時間後

U
nr

ea
l A

re
a

土壌雨量指数(mm)

6
0
分

間
積

算
雨

量
(m

m
/
h
r)

実況雨量

1時間先予測雨量

2時間先予測雨量

2時間後

土砂災害発生危険基準線(CL)

スネークライン

○ 土砂災害降雨判定図

大雨警報(KP)大雨注意報(CP)

市県

発 令 等双方向のホットライン情 報

避難指示
防災部局

（※１）
砂防室長

（砂防室員）
土砂災害警戒情報の発表
〔警戒レベル4相当情報〕

ホットラインの主な内容

◆彦根地方気象台と砂防室が協議し、土砂災害警戒

情報の発表が決定した時（正式発表の約10分前）

◆発表が決定した時点で、砂防室から該当する市のホッ

トライン連絡先に、土砂災害警戒情報の発表について事

前に電話連絡する。

※2時間後の予測雨量が土砂災害発生危険基準線

(CL)を超過する場合、土砂災害警戒情報を発表

土砂災害発生危険
基準線(CL)超過

土砂災害警戒
情報発表

彦根地方気象台
砂防室協議
発表決定

ホットライン

10～15分前 2時間後

※１ 各市から報告のあった連絡先

＜取組番号（5）＞
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ホットライン・緊急速報メールの配信のタイミング

住民のみなさま

緊急速報メール配信
 氾濫のおそれ
 氾濫発生

● 緊急速報メールの配信

河川氾濫のおそれがあ
るときなどに緊急速報
メールを配信

● 河川水位と洪水予報など

※ 水防警報は、野洲川では野洲観測所の水位を発令の基準にしています。

緊急安全確保

警戒レベル

〔警戒レベル5〕

〔警戒レベル4〕

〔警戒レベル3〕ホットライン
(水位情報、現象の予測)

ホットライン
(危険度、現象の予測)

ホットライン
(決壊・氾濫の情報)

⑤氾濫発生情報

避難指示④氾濫危険情報

高齢者等避難③氾濫警戒情報

③氾濫注意情報

⑤氾濫発生

（件名）
氾濫のおそれ

（本文）
警戒レベル４相当

野洲川で氾濫のおそれ

野洲（野洲市）付近で河川の水位が上昇、
氾濫が発生する危険があります

自治体からの情報を確認し、安全確保を
図るなど速やかに適切な防災行動をとっ
てください。今後、氾濫が発生すると、避
難が困難になります

（国土交通省）

プッシュ型配信
配信内容【見本】

命の危険
直ちに安全確保

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの避難行動
を確認

とるべき行動
（住民）

水防活動開始

資材の点検等、水防

活動の準備を始める

いつでも出動できる
ように待機

水防活動
（水防団）

＜取組番号4・26＞
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レベル４

（件名）
氾濫のおそれ

（本文）
警戒レベル４相当

野洲川で氾濫のおそれ

野洲（野洲市）付近で河川の水位が上昇、氾濫が
発生する危険があります

自治体からの情報を確認し、安全確保を図るなど
速やかに適切な防災行動をとってください。今後、
氾濫が発生すると、避難が困難になります

（国土交通省）

（件名）
氾濫発生

（本文）
警戒レベル5相当

野洲川で氾濫が発生

●●市●●地先（●●側）で堤防が壊れ、河川の
水が住宅地などに押し寄せています

命を守るための適切な防災行動をとってください

（国土交通省）

（件名）
氾濫発生

（本文）
警戒レベル5相当

野洲川で氾濫が発生

●●市●●地先（●●側）付近で河川の水が堤
防を越えて住宅地などに押し寄せています

命を守るための適切な防災行動をとってください

（国土交通省）

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

携帯電話事業者（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

洪水予報作成・発表
（地方整備局等）

河川管理者（国）・気象
庁

関係市町村、報道機関等
メール・FAX

等

一般住民

緊急速報メール洪水情報

追加!! 追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

従来 従来

○国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、洪水時に住民の主体的な避難を促進するため、平成２８年９月から緊急速報メール
を活用した洪水情報のプッシュ型配信を実施。
○瀬田川・野洲川では、平成２９年５月１日から氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レベル５）の発表を契機として、住民の主体的な避難を促進
するための情報を配信。

「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく取組 ～緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信～

レベル５破堤 レベル５越水

＜取組番号26＞
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No.

３
２６

取組の経過

■令和３年10月に国土交通省防災業務計画の変更に伴い、避難情報の発令に着目
したタイムラインから流域タイムラインに見直しがされた。
■令和５年地域安全協議会で、野洲川流域水防災タイムライン（Ｒ５年度版）を作成
■令和５年10～11月に意見聴取のヒアリングを実施
■令和６年５月の地域安全協議会で修正案を提示する。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

・上記タイムラインの作成支援
・住民の避難行動を促すためプッ
シュ型の洪水予報等の情報発信
のための整備

引き続き実施 琵琶湖河川事務所

琵琶湖河川事務所と地元団体で共同開催した『水辺の

匠』において、水防災の取り組みの一環として「しがマ

イ・タイムライン」の普及・啓発を目的とした、作成体験

会を滋賀県と共同で地域住民向けに実施。

令和5年7月23日実施

琵琶湖河川事務所が、野洲市役所・滋賀県庁・滋賀県

防災士の協力のもと、気象キャスターを講師に招き、野

洲川沿川にお住いの市民を対象に、『マイ・タイムライン

作成講座』を実施。

令和6年1月13日実施
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No.

２４

取組の経過

■危機管理や住民の避難行動にかかるリアルタイムの水位情報の重要性を踏まえ、
　河川管理者や住民がスマートフォン、タブレット、PC等を用いて、簡単に閲覧できる
　システムの開発・運用を実施。
■河川水位計、危機管理型水位計、河川カメラによる情報の提供を継続して実施
　する。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

防災対策や住民の避難行動の判
断をより分かりやすくするため水
位計やCCTVカメラの情報を提供
（配信）

H28年度から
順次実施

琵琶湖河川事務所

危機管理型水位計

簡易カメラ

水位計（服部）

水位計（野洲）

水位計（中郡橋）

危機管理型水位計

パソコン兼スマートフォン： https://www.river.go.jp/

簡易カメラ（野洲川6.8k左岸）
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No.

３５
３７

取組の経過

■野洲川地域安全協議会での取組方針に基づき、野洲川沿川自治体の水防関係者
と共に重要水防箇所の共同点検を実施。
■野洲川の北流・南流側帯に保管する備蓄資材や土砂等、今年度実施予定の堤防
強化工事箇所、危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラの運用状況について確
認し、情報共有を図った。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

・重要水防箇所について5ヶ年点検計
画を作成し、河川管理者と関係市によ
る共同点検（県管理区間）
・水防資機材について、河川管理者、
水防活動に関わる関係者が共同して
点検を実施

引き続き実施 琵琶湖河川事務所

守 山 市

野 洲 市

栗 東 市

湖 南 市

4

2

野洲川位置図

：点検箇所

5

琵琶湖

5 守山市川田町地先2 野洲市市三宅地先

危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの

設置位置や運用状況について説明・確認

北流側帯における水防活動備蓄資材

（根固めブロック等）について説明・確認
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No.

５７

取組の経過

■近年の災害の頻発・激甚化を受け、「防災・減災、国土強靭化のための5か年加速
化対策」が全国的に進められている。
■対策の１つとして野洲川における河川内の樹木伐採及び河道内堆積土砂撤去を実
施してきている。
■令和５年度は、樹木による洪水時の流れの阻害を抑制するため、幼木の踏み倒し
及び、堤防の浸食対策として河道内の堆積土砂除去を実施した。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

河道内樹木の伐採や河道内堆積
土砂の除去等

引き続き実施 琵琶湖河川事務所

野洲川位置図

守 山 市

野 洲 市

栗 東 市

湖 南 市
琵琶湖

河道内堆積土砂撤去

幼木の踏み倒し

幼木の踏み倒し状況

河道内堆積土砂撤去状況
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No.

６２

取組の経過

■野洲川北流側帯において、水防活動や物資輸送等の拠点となるヘリポートなどを
備えたMIZUBEステーションの整備を計画した。
■自治体（野洲市）と連携してMIZUBEステーションの整備について検討し、調整・実施
することとなっている。
■基盤整備を河川管理者が実施し、水防活動を実施するための水防センター等の施
設は自治体等が整備する予定。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

水防活動や応急復旧活動に資す
る水防拠点整備

引き続き実施 琵琶湖河川事務所

野洲川が位置する淀川水系では、洪水時における円滑で効果的な水防活動や災害

時の緊急復旧活動等を実施・支援する防災拠点・搬入路等の整備も十分でないこと

が課題となっている。このため、淀川水系整備計画では、広域的な活用が可能な水

防拠点やMIZUBEステーションの整備促進を図ることを計画している。

現在、協議会の場等を活用して、河川防災ステーションの整備を進めるとともに、

関係機関と情報を共有し市町村等の円滑な水防活動等、活用方策を検討・調整をし

ている。

概要・必要性・目的

配置計画・平常時利活用
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No.

14

取組の経過

令和５年９月６日　 野洲市立中主小学校（全校生徒）　避難訓練（水害対応）

実施状況

野洲市立中主小学校（R5.9.6）

取組項目 目標時期 取組機関

防災に関する補助教材を活用した
小中学校と連携した防災に関する
出前講座の取組み

H30年度から
順次実施

滋賀県流域政策局
流域治水政策室
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No.

（78）

取組の経過

　治水の計画規模や河川（河道）・ダム等の施設能力を上回る洪水の発生時における
ダム下流河川の沿川における洪水被害の防止・軽減を図るため、令和２年５月29日に
「淀川水系治水協定」を締結し、ダムの事前放流の運用を開始しています。
　事前放流の効果をより高めるよう、青土ダムの下流河川断面等を考慮し、基準降雨
量の見直しを行いましたので、青土ダム・野洲川ダムの関係機関の同意を得たうえ
で、他ダムと合わせてR6年度淀川水系ダム洪水調節協議会に諮っているところです。
　また、滋賀県土木防災情報システムに「ダム流入予測機能」を追加し、ダムへの流
入量を予測することでより、ダム運用の精度向上を図るとともに、事前放流実施等の
ダム放流通知を掲示し、住民へダム運用状況を周知する。令和４年度構築完了、令
和５年度出水期から運用開始しています。
各市町さんへのダム放流通知の確認は、従前からの河川洪水予報や土砂災害警戒
情報と同様にシステムによる伝達および確認になります。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

・既存ダム有効活用の検討を行う

 運用面での治水効果向上
令和６年度

滋賀県流域政策局
水源地域対策室

18
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No.

14

取組の経過

　土砂災害防止に係る啓発活動の一環として、依頼を受けた小中学校や自治会に出
向き、砂防出前講座と称し、土砂災害に関する知識や対策についての講座を実施して
いる。
　令和５年度は甲賀市立希望ヶ丘小学校、甲南第三小学校、佐山小学校で講座を実
施した。
　今後も継続的に出前講座を実施すると共に、積極的に利用いただけるよう周知活動
を行う。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

防災に関する補助教材を活用した
小中学校と連携した防災に関する
出前講座の取組み

H30年度から
順次実施

滋賀県流域政策局
砂防室

実施風景

チラシ
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No.

（12）

取組の経過

　平成１３年に制定された「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（土砂災
害防止法）」に基づき、県では平成１５年度から、土砂災害のおそれのある箇所を調査し、土砂災害警戒区
域・特別警戒区域として指定行っている。
　令和元年度に県内全域の調査が完了し、令和３年度に一通り県内全域の区域指定が完了した。（１巡目
基礎調査）
　指定済み区域については、地形改変状況や、土砂災害対策設備の整備状況等をふまえ、おおむね５年毎
に区域の見直し調査を行うものとされており、現在この見直し調査を実施中（２巡目基礎調査）。
　また、近年の測量技術の向上により、詳細な地形データの取得が可能となったことから、２巡目基礎調査
に併せ、詳細な地形データを用いた土砂災害のおそれのある箇所の抽出を行っている。
　甲賀土木事務所管内では令和３年度に、南部土木事務所管内では令和４年度に航空レーザ測量により
詳細な地形データを取得し、令和４～５年度に土砂災害のおそれのある箇所の抽出、見直し調査が必要な
区域の抽出を行った。
　現在甲賀土木事務所では、抽出箇所の基礎調査を実施しており、南部土木事務所でも令和６年度から基
礎調査に着手する予定。
　調査が完了した箇所については、順次区域の指定を進める。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

土砂災害防止法に基づく基礎調
査を実施

引き続き実施
滋賀県流域政策局

砂防室

航空レーザ測量データを活用した急傾斜地の抽出（１ｍDEM 利用）

収集情報より作成

建築物外周縁と道路縁

既往急傾斜崩壊危険個所

航空レーザ測量データより作成

簡易オルソフォト図 等高線図 傾斜区分図

急傾斜地抽出作業図 急傾斜地抽出結果図
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No.

14

取組の経過

■令和3年12月　しがマイ・タイムライン作成、出前講座の実施
■日本防災士会滋賀県支部に、マイ・タイムラインの普及啓発および、しがマイ・タイ
　 ムライン作成講座を委託。学校や自治会、地域の自主防災組織および教職員など
　 が受講された。
　 野洲川地域安全協議会 対象市においては、６小中学校（高穂中学校、伴谷東小学
　 校、老蘇小学校、朝宮小学校、甲南中部小学校、佐山小学校）、５自治会等、計11
　 講座を開催。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

防災に関する補助教材を活用した
小中学校と連携した防災に関する
出前講座の取組み

H30年度から
順次実施

滋賀県
防災危機管理局

＠草津市立高穂中学校（R5.9.21)

＠近江八幡市立老蘇小学校（R5.10.23)
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No.

36

取組の経過

　　H30.05.23　　第１回共同点検実施
　　R02.03.03　　第2回共同点検実施
　　R03.02.25　　第3回共同点検実施
　　R04.01.18　　第４回共同点検実施
　　R05.02.16　　第５回共同点検実施
　　R05.12.11　　第６回共同点検実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

重要水防箇所について5か年点検
計画を作成し、河川管理者と関係
市による共同点検（県管理区間）

継続実施
滋賀県

（甲賀土木事務所）
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No.

55

取組の経過

　　令和２年度～　：　河川整備計画に基づく広域河川改修事業に着手
　　令和５年度　　 ：　引き続き河川改修を実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

「滋賀県河川整備５ヶ年計画（平
成３１年３月）」に基づく県管理河
川の改修および堤防強化

継続実施
滋賀県

（甲賀土木事務所）

整備前

整備後

石部大橋

石部大橋
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No.

57

取組の経過

　令和５年度 ：河道内樹木の伐採や河道内堆積土砂の除去を実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

河道内樹木の伐採や河道内堆積
土砂の除去等

継続実施
滋賀県

（甲賀土木事務所）

土砂撤去 前

土砂撤去 後

一級河川 宮川
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No.

58

取組の経過

　H30年度～ ：　維持管理計画に基づく樹木伐採に着手
　R05年度　  ：　河川内の樹木伐採を実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

「甲賀土木事務所管内維持管理
計画」に基づく維持管理を実施

引き続き実施
滋賀県

（甲賀土木事務所）

伐採 前

伐採 後

柏貴橋

柏貴橋
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No.

55

取組の経過

甲賀・湖南圏域河川整備計画に基づき、葉山川、山賀川（新守山川）、金勝川、北川
等において河川改修を実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

「滋賀県河川整備5ヶ年計画（平成
31年3月）に基づく県管理河川の
改修および堤防強化」

引き続き実施
滋賀県

（南部土木事務所）

河川改修

●金勝川：栗東市川辺ほか

●山賀川(新守山川)：守山市三宅町ほか
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No.

57

取組の経過

甲賀・湖南圏域河川整備計画に基づき、伊佐々川放水路等において河道内樹木の伐
採を実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

河道内樹木の伐採や河道内堆積
土砂の除去等

引き続き実施
滋賀県

（南部土木事務所）

河道内樹木の伐採

（伊佐々川放水路：草津市川原二丁目）
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No.

57

取組の経過

甲賀・湖南圏域河川整備計画に基づき、家棟川等において河道内堆積土砂の除去を
実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

河道内樹木の伐採や河道内堆積
土砂の除去等

引き続き実施
滋賀県

（南部土木事務所）

河道内堆積土砂の除去

（家棟川：野洲市比留田）
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No.

31

(実施概要)
　水害の未然防止と軽減を図り、市民生活の安全を確保するため、関係機関が発生し
た水害の事態に的確に対応できる水防技術、知識の習得に向けて、水防工法による
実施訓練を行うものであります。参加団体は草津市消防団員、湖南広域消防局西消
防署員・南消防署員、NPO法人草津の未来を建設する市内業者会ならびに草津市職
員です。

(令和５年６月４日　草津市水防訓練)
　草津川防災ステーション防災広場にて総勢約２３０名が参加し、土のう作り、積土の
う工の実施訓練を行いました。訓練にて作成した土のうについては、水害時に使用で
きるよう防災広場にて保管しています。

取組の経過

令和５年４月　　各団体へ参加依頼および地元へ開催通知
令和５年６月　　水防訓練実施

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

水防技術に関する勉強会の
実施

Ｒ5実施 草津市
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No.

31

取組の経過

・令和５年度、「消防団の力向上モデル事業」に取り組み、水害救助資機材(救命ボー
ト、水中ポンプ、ドローン等)を整備。
・あわせて、プールを利用して、水害を想定した水難救助訓練等を実施。
・今後も継続した訓練とすることを、消防団、消防署、市において確認。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

水防技術に関する勉強会の実施
毎年度、出水期
前に実施

守山市消防団
消防署
守山市

資機材取扱訓練【救命ボート】 資機材取扱訓練【ドローン】

資機材取扱訓練【水中ポンプ】 水害救助訓練
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No.

令和６年４月から　栗東市地域防災計画改訂に着手

　　　　　　　　　　　庁内検討委員会(２～３回）

                        防災会議を開催（２～３回）

　　　　　　　　　　　パブリックコメント

　　　　　　　　　　　議会報告
　
令和７年３月　　　栗東市地域防災計画改訂完了

取組の経過

　
　令和２年３月に作成した栗東市地域防災計画について改訂を行う。また、市内小学
校区単位で作成いただいている地区防災計画を地域防災計画への反映について、防
災会議にて審議いたします。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

栗東市地域防災計画の改訂 令和６年度 栗東市
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No.

8

取組の経過

令和３年度に作成した「防災マップ」を用い、市の防災出前講座や防災士による「逃げ
遅れ０作戦ネクスト」の啓発を実施した。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

想定最大規模洪水の洪水浸水想
定区域を考慮したハザードマップ
の更新（避難経路の追加等）およ
び周知

H29年度から順
次実施

甲賀市
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No.

31

　集中豪雨等による水害が懸念される出水期を迎えるにあたり、ボート取扱い及び漕
艇訓練等を実施することにより、静水域から避難困難者を救出するための基本的な
知識と漕艇技術の習得を目的に開催した。
１　日時
令和５年６月２４日（土）９：００から１１：００
２　場所
野洲市菖蒲地先　中主Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫付近
３　当日参加者
　東消防署職員、野洲市消防団：計３１名

取組の経過

令和２年度　手漕ぎ用ゴムボート３艇を配備し、陸上での取り扱い訓練を実施。
令和４年度　琵琶湖での水害対応訓練、水難救助資機材取り扱い訓練を実施。

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

令和５年度消防団基本技能向上
訓練

令和５年度

野洲市消防団
湖南広域消防局東消防

署
野洲市

漕艇訓練ボート組立訓練
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No.

19

取組の経過

実施状況

取組項目 目標時期 取組機関

避難行動に資する「まるごとまちご
とハザードマップ」の整備、計画作
成等

令和元年度から
令和５年度まで

湖南市

・令和元年度　N=100枚（三雲、妙感寺、吉永、夏見、針地区）

・令和２年度　N=160枚（針、平松、柑子袋、石部地区）

・令和３年度　N=100枚（菩提寺、岩根地区）

・令和４年度　N=100枚（菩提寺、岩根地区）

・令和５年度　N=100枚（中央、下田、水戸、石部、菩提寺地区）
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No.

14

実施状況

　東日本大震災や熊本地震など、これまでの災害の教訓により、災害時に子どもたちが
自分で考え、行動できるように防災意識を形成することは重要であり、子どもたちが災
害に対する備えや知識を習得することは、子どもたち自身で自分の身を守ることにつな
がることから、「子ども防災塾」では、子どもたちにとって貴重な体験となるよう、大
人に頼れない状況にあっても、子どもたちが「自分の命は自分で守る」という気持ちを
持つきっかけとしてくれること、また将来、防災リーダーとして地域で活躍してくれる
ことを目的に実施しています。

・2023年10月22日（日）北里学区　子ども防災塾
　参加者19名
　ハイゼックスによる炊き出し訓練
　防災についての講話
　避難所設営体験・新聞スリッパ作り
　応急手当、搬送体験
　心肺蘇生、AED体験
　エアーテントの体験、防災グッズの説明

取組項目 目標時期 取組機関

防災に関する補助教材を活用し
た小中学校と連携した防災に関
する出前講座の取組み

平成26年度から
順次実施

近江八幡市

子ども防災塾事業委託として、市内コミュニティセンターへ委託。

・平成26年度          馬淵学区
・平成27年度　    　  島  学区
・平成28年度　 　　　 老蘇学区
・平成29年度　　 　　 桐原学区
・平成30年度　 　　　 金田学区
・平成31(令和元)年度　岡山学区
・令和 2年度　    　　武佐学区

・令和 3年度　 沖島学区
・令和 4年度　 八幡学区
・令和 5年度　 北里学区
・令和 6年度　 安土学区（予定）

子ども防災塾事業は令和6年度で全
学区を一巡するため事業終了予定

取組の経過
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No.

16
17

避難誘導マニュアル指針・避難所運営マニュアル指針の改訂の経過(抜粋）
平成31（令和元）年度～令和 2年度
　避難誘導マニュアル指針・避難所運営マニュアル指針を改訂。
　避難誘導マニュアル指針を基にしたリーフレット「災害時　こんなとき、どうす
る？」・カード「家族のやくそくごと」を作成。
令和 3年 4月からリーフレット・カードの全戸配布、市HPへ掲載。
　小学校等での出前講座等で配布するなど活用。

実施状況

　当市では、各自治会やまちづくり協議会において地域の実情に応じた独自の避難誘導
や避難所運営マニュアルを作成・更新いただくため、必要な日ごろの備えや知識内容を
まとめた避難誘導マニュアル指針・避難所運営マニュアル指針を作成しています。
　平成28年に作成した指針は、昨今の避難や避難所のあり方の考え方の変化から、令和3
年度に改訂を行いました。
　これら指針のうち、避難誘導マニュアル指針から日常や災害時の心構えなどを抜粋し
た、避難所や避難経路、家族の連絡先などを各自で記載もできるリーフレット「災害時
こんなとき、どうする？」や、避難所や家族の連絡先などを記載・共有できるカード
「家族のやくそくごと」を令和2年度に作成し、令和3年4月に全戸配布するとともに市HP
に掲載を継続しています。
　リーフレット・カードは小学校等での出前講座等でも配布するなど活用しています。

取組の経過

取組項目 目標時期 取組機関

小学生等を中心とした避難経路
の安全点検

令和元年度から
実施

近江八幡市

リーフレット カード
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